
予算要求資料
平成27年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：園芸特産物対策費　　　
	事業名　関西茶業振興大会開催負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　農政部　農産園芸課　果樹特産係　電話番号：058-272-1111（内　2865）

　　　　　　　E-mail： c11423@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　2,000千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・関西茶業協議会(加盟８団体)と関係７府県（岐阜、愛知、三重、滋賀、京都、兵庫、奈良）の共催により開催。生産技術や品質向上を図るとともに、茶の国内需要の増進、加盟産地の茶業の振興等を図るため、7府県持ち回りにより開催され、平成27年度は本県において開催される。
・実行委員会により開催運営されるが、大会開催を通じた茶業の振興支援の側面から、県が経費の一部を負担し、本県茶業界全体での大会開催を進める必要がある。
（２）事業内容

　主　催：第68回関西茶業振興大会岐阜県大会実行委員会（Ｈ26.10.7設立）
　行事の概要
	行事名
	内容
	開催時期
	行事参加人数
	スタッフ数

	品評会
	出品茶の審査
	8月上旬（3日間）
	審査員27名
	約240名

	入札販売会
	出品茶入札販売
	9月上旬（1日間）
	約150名
	約50名

	振興大会
	表彰式、茶業大会、茶関連ｲﾍﾞﾝﾄ等
	11月下旬頃（1日間）
	　 約500名
	  約60名


（３）県負担・補助率の考え方

　　茶に係る周期事業の開催に伴い、本県茶業の生産振興と消費拡大に資する
　当該行事を運営する実行委員会に県負担を支出することは妥当。
（４）類似事業の有無
　　　　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	2,000
	大会開催負担金

	合計
	　2,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　・「岐阜県茶業及びお茶の文化の振興に関する計画」
（２）国・他県の状況

　　＜平成26年度＞

開催県：滋賀県（第67回大会）
予算措置：1,000万円（内、県負担金80万円）※他に補助金50万円

　　＜平成25年度＞

　　　開催県：奈良県（第66回大会）

　　　予算措置：1,000万円（内、県負担金200万円）
（３）事業主体及びその妥当性
　　県の他、茶生産者団体、関係市町村・ＪＡ、茶商業者団体による県内茶関係団体による実行委員会であることは、当該大会を県茶業振興を図る上で重要な大会と位置付け、県全体行事として実施する上で妥当。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・県として実行委員会に参画し、当該大会の開催を進め、本県茶業の振興と美濃茶のＰＲによる消費拡大に繋げるとともに、茶業関係者の茶業振興意識の醸成を図り、大会開催以降の茶業振興の活性化を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　周期事業であり、長期的な指標を設定することは難しいため。



（前年度の取組）

	・大会に向けた準備会議、キックオフ会議等を開催し、実行委員会の設立を進めた。
・品評会における上位入賞を目指し、高品質茶の生産モデルほ場の設置と栽培実証、また茶加工検討会等を実施した。


（前年度の成果）

	・設立した実行委員会において、実行委員会事務局を併せて設置し、各関係機関の役割分担の明確化を図り、大会運営体制の整備を図った。
・高品質茶の生産・加工検討を行った荒茶については、今年度（平成26年度）開催の滋賀県大会において複数が上位茶に入賞し、来年実施の本県大会品評会における上位入賞を目指す上で、生産者の技術向上と自信に繋ぐことが出来た。
　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　本県の茶業振興に係る関係者の意識高揚と生産技術等の向上を図るために、当該大会を開催することは必要である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　準備会議、実行委員会の設置を通して、関係者が一丸となって開催に当たる意識は醸成されてきており、大会開催を通じた茶業振興を図ることは効果が期待できる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　実行委員会事務局において関係各機関の役割を分担することで、県下茶業関係組織の大会推進における効率化は図られるものと思料される。


（今後の課題）

	・大会開催には、多くのスタッフ動員と協力が不可欠であるため、詳細なスタッフ動員計画の作成と計画的運営を図る必要がある。



（次年度の方向性）
	・開催実績を取りまとめ、実行委員会及び関西茶業協議会に対する報告を行うとともに、大会開催を契機に醸成された茶業振興に対する意識の高揚を図り、県下茶業の活性化を進めていく。



